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 カルチノイドに関して本邦では外国文献の紹介の盛んな割に,実際の症例にもとづく業績に乏
 しい。このゆえんとして,第コに悪性型の組織学的診断が困難なこと,第2にカルチノイドその
 ものの発生頻度が,欧米に比して甚だ少ないことによるのではないかという疑問点がある。特に'
 悪性胃カルチノイドは欧米でも稀なものであるが胃癌が我が国に最もありふれた腫瘍であるだけ
 に,これと鑑別を要する疾患として重要な意義がある。これらの問題に関し,著者は2剖検倒を
 中心として悪性ヵルテノィドの組織学的特長の検討を行い,次いで剖検屍に誇けるカルチノイド
 の実態とその発生母細胞と見倣されているKul七8Chi七zky細胞の出現頻度について検索し,
 欧州に於ける頻度との比較を行った。以下研究の概要を述べる。
 研究材料ならびに方法
 検索した胃悪性力」1'チノィド`[)2剖検例は,生前に尿中ない・し血清中に5-HTお・よび5-
 HIAAの異常高値を証朗されたものである。両者共に激しい下痢と肝腫脹をみとめたほかには
 臨床的に定型的カルチノイド症候を示さ左かつた。組織像の解析のため甲対照として,虫垂原発・
 のカハチノイド2渕の手術材料を用いた。さらに剖検材料590倒の腸管の全長に亘って粘膜面
 を肉眼的に精査し,疑わしい小結節ないし隆起をすべて組織切片として,カ」レテノイドの発見に
 努めた。カルヂノイドの起源と関連して,胃腸粘膜にかける好銀細胞を検索したが,それには胃
 癌のさいに全馴した胃手術材料20例分から碍られた粘膜のTissue-Ro].■標本沿よぴ死后
 ろ時間以内に剖検された50例の胃及び腸管を選んだ。緯織標本はMa8SOn-Hamperl法に
 よる銀反応を行い,胃腸管粘膜に診ける好銀細胞(Ku■tSChitZky細胞)の数を数えた。
研 究 成 績
 1眉悪性カルチノイドの検索結果:悪性カルチノイドの浸潤は両朝供に漿膜から連続性に大網に二
 達している。さらに両側共に甚だ顕著な肝転移が目立つた。これら胃腫瘍寿よびその転移巣の所
つ
 見には,悪性腫瘍としての細胞異型性が強いカ㍉カルチノイドとしての基本的な性格を温存し,∫
 虫垂カルチノイドの2判の所見と相通ずるところが少くない。一般に小型ないし中等大のしばし
 ぱ明るい原形質をもつた腫瘍細胞が充実性の配列を示すが,時に腺管様の腔をかこみ,またロゼ
 ット状の配列存なす。好銀性Argen七affin顆粒は一臣llに沿いて一部の細胞にのみ認められ
 た。胞巣はがいして大小甚だ不同であり,大きなものでは腫瘍細胞がしばしぱ変性壊死に陥り,
 1轍筐傾向を示す。2腸管の検索結果:5日0剛の剖検例中,疑わしい小結節や粘膜隆起物45コ
 を得て,組織学的に鏡検したが,カルチノイドを見出すことができなかった。5Ti8Su,e-
 Ro■■標本の検索糸繰:胃粘膜中好銀性顆粒の良く染め出される細胞の出現は,主として腸腺化
」
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 生を起した部分にみられた。好銀性細胞は概して腺底部に多く,・腺腔に露出することは殆どない。
 4.胃腸管粘膜内好銀細胞の出現頻度ならびに分布に関する検索成績:i)好銀性細胞の総平均出
 現率:胃に於ては10倍視野100に対する数として算定すると総平均1Z24コである。
 腸管に於ては腸陰窩100を指数にしたが,出現率は小腸では419,大腸では2,6{であった。
 ii)死后時間との関連性:好銀細胞の出現頻慶は組織固定までの時間によって強く影響され,死
 后2～ろ時間に検索したものは死后1時間以内のものに比べ腸の出現率総平均に於ては64%の,
 減少を示した。iの部位別分布:冑では幽門部に圧倒的に多く2Z71を示した。腸では十二指,
 腸に最も多い。空腸と廻腸では空腸にや』多い。大腸は小腸に比べれば一般に出現率は低い。lV)
 iv)疾患別にみた出現率の変動:外傷及ぴ血行障害による恵贈倒では胃と小腸は砥y近似した出
 現率を示してい宕が1」之に対し地の疾患群では胃の分布密度が腎疾患詳を除いて全て対照群より
 高いのに反し腸殊に小腸の好銀細胞は各種疾患の存在によわ減少する傾向があった。
'
 総括ならびに考按
 著者が研究材料とした胃悪性腫瘍の2例は臨床所見や生化学のデータだけからすれば,この2
 症例がセロトニン産生能力をもつ胃癌である可能性を否定できない。然るに形態学的には,胃カ
 ルチノイドの病理学的所見に関する従来の記載と一致し,この2例共に胃癌でなくて,悪性カル
 チノイドであることが明らかである。こめ発生母地としての胃粘膜に齢ける好銀細胞について,
 20例のTi88ue-ROl■標本について調べた。その結果固有胃腺には全ぐなく,僅かに幽門腺
 ないし偽幽門腺の中にみられたが,それよりも小腸化生を示した部すなわち腸腺のKu■t8-
 Chitzky細胞に相当して強くかつ高い頻度でargentaffinが認められた。胃悪性カル
 チノイドには本来の胃粘膜好銀細胞に由来するものと,化生腸腺のKultSChit籔ky細胞から
 発生するものの二種類が考えられる。剖検例の消化管を精査してもカルチノイドを見出すことが
 できなかったが,我が国にかいては発生頻度が少ないのではないかということが考えられる。そ
 のため胃腸粘膜にみられる好銀細胞の出現頻度を調べ,欧米のそれと比較ずると,胃では約%.
 小腸では1/20以下.大腸では実に1レ/40の分布密度にすぎないことが判明した。ナ左わち日本
 人に沿ける胃腸管の好銀細泡の分布は体質的に欧米人より低密度であるという民族的差が.,胃腸
 管カルチノイドの頻度の差と関係ナるものと思われる。しかも,日本人では小腸に比し大腸の密
 度が低いのに反し,欧米人ではあ畦13差はなく,逆に大腸の下方に巧くに従って密度が増加する。
 このことは日本に未だ報告のない直腸力距チノイドが,欧米で比較的多く報告されていることと
 関係するように思われる。また一般に日本人の胃には欧米人に比して腸粘膜化生の程度が高いこ
 とと関係するためか,好銀細胞の分布密度も高い。このことは本邦には稀な腫瘍であるカルチノ
 イドが,胃に比較的多く発生しているという文献例の集計成績を裏付けるものであるかも知れな
 い。
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 審査結果の要旨
 カルチノイドは我が国では欧米に比し本来稀であり,殊に悪性型に関する病理形態学的記述に
 乏しい。その中でも悪性胃カルチノイドは殊更に稀なものであるが,胃癌が我が国に最もありふ
 れた腫瘍であるだけに,これと鑑別を要する疾患として重要な意義がある。本研究にかいて,著
 者はまづセ・トニキ/代謝産物の過剰を尿中ないし血中,さらに腫瘍組織中に証明された悪性胃カ
 ルチノイドの2例をとりあげ,2例の良性虫垂カルチノイドを対照として,腫瘍の組織学的特徴
 の把握に努めた。これらの胃カルチノイドは悪性腫瘍としての細胞異型性が強く,好銀性は,生
 検材料てあっても極く一一部にしか証明されず,腫瘍細胞の大部分が陰性であった。然しカルチノ
 イド本来の組織学的特長を割に温存して,精査によって胃癌と鑑別可能なものである。
 欧米では剖検例の精査によってカルチノイド結節をよく見出しているが,著者が500例の胃
 腸管粘膜を精査したところ,1個のカルチノイドも見出すことができなかった。我が国に齢ける
 発生頻度が少ないのではないかという推定の裏付けとして,著者は母細胞と見倣されるKU■te-
 chi七zky細胞の分布頻度を調べ,欧米のそれと比較している。その結果,剖検材料50例の
 胃腸粘膜に沿けるKu1切chitZky細胞の頻度は,欧米の報告にみられるそれに比し遙かに
 低く1/5、1/40であり,殊に大腸は小腸との間に大きな格差をもつて分布密度が低いことを
 知った。これに対し,胃に於ける分布密度が比較的高いことを見出した。胃カルチノイドの組織
 発生に関し,著者は手術摘出胃20例の粘膜全長に亘るTi88凱e-RO■1標本の検索を進めた
 ところ,好銀細胞は一部幽門碌ないし偽幽門腺にも証明されたが,腸線化生を起した部にKu■七一
 8chitZky細胞の形でみられるものが最も多く,かう反応も強いことを認めた。このことか
 ら胃カルチノイドには本来の胃粘膜好銀細胞に由来するものと,化生腸腺のKu工七6chi協ky
 細胞に由来するものの二種類が考えられた。
 この研究によって,腸管殊に結直腸に語けるカルチノイドが,我が国では欧米に比し殊更に低
 いことの根拠が明らかとなった。これに対し,我が国では胃のカルチノイドの方がよりその出現
 を期待されるという著者の成績のもつ意味は大きい。すなわちその悪性型は胃癌として片付けら
 れてしまうおそれがあるだけに,著者が内分泌活性を認めた2症例についてはじめに明らかにし
 た形態学的特長が重用されることになる。そしてこれらの研究成果により,本論文が十分に学位
 に価するものであることを認める。
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